
　　　　

2024 年 9 月 4 日

10 時 00 分から 18 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
私たちは医療と療育を通じ、障害のある人が地域とともに生きていくために存在します。
障害のある人が尊厳をもって生きていけるように支えます。
知多半島の小児在宅医療ネットワークの中心となり、障害のある人もない人も共に支えあう地域を作ります。

事業所名 児童発達支援　ばるーん 作成日支援プログラム（参考様式）

・自身で選択をして活動や遊びに取り組んだり、一人で夢中になって余暇を過ごすことができるような環境作りや支援を行っていきます。

・言葉以外にも利用者様の発達や特性に合わせたコミュニケーション方法の獲得に取り組みます。(ボタンスイッチ、絵カード等)

・他者との関わりを楽しく心地よいと感じられるように支援を行っていきます。
・情緒の安定を図り、他者との穏やかな関りの中で良好な関係が築くことができるように支援を行っていきます。

支援方針 児童発達支援ばるーん：だんだんとステップアップできる場所。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節に合わせた行事。
春：就学予定児童の卒園式、お花見外出　夏：水遊び、夏祭り　秋：ミニ運動会、ハロウィン、焼き芋　冬：クリスマス会、お正月
・不定期に音楽隊による演奏会

（別添資料１）

家族支援

・親子通所を通じた保護者への育児や医療的ケアの手技獲得のフォロー。保
　護者と支援者との信頼関係の構築。
・定期的な保護者面談。
・送迎サービスの実施。

移行支援

・地域の保育園、小学校の入園入学に向けた情報提供や支援、関係機関
　との連携。
・法人内通所事業所への積極的な移行案内。

地域支援・地域連携

・地域の公共施設への外出(図書館外出、公園外出等、消防署見学)
・地域の事業所や医療機関、学校関係者の見学、実習生の受け入れ。 職員の質の向上

・法人内で計画的に行われている研修への参加。
・外部研修への派遣。
・資格習得補助。

支　援　内　容

・利用者に応じた健康状態の確認を行います。
・利用者が快適に過ごすことができるように専門職と日中過ごすための姿勢を考えたり、それぞれの利用者に合った机や椅子などの物品を提供していきます。
・生活の中で利用者自身で行えることを積極的に働きかけます。自身で行えることを増やしていけるように個別の支援、環境設定を行います。

・体をたくさん動かしたり、スキンシップがたくさん取れるような遊びを積極的に行っていくことでボディーイメージを育むことができるようにしていきます。
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